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では の の に を て、 と

、 グループワークの がある とない の つの

から 、 びグループワークに する を った。

の 、 は に が に に す

ることを み、グループワークに な を っていた。だが、グ

ループワークを にいかに するかの に しさも じていた。

、グループワークの がある とない の には な

いが られた。 のある は の を まず、グループ

ワークにおけるシナジー を めていた。しかし、 のない は

を する があり、グループワークに さない の を

めグループワークを に することに だった。このように、

の とグループワークの の には なからぬ

が できた。

キーワード : グループワーク、 の 、 の 、 

グループワークの

            (그룹워크, 강사  일본어학습 , 강사  학습자 , 그룹

워크 평가)

1. はじめに

、 が を して を するグルー  

プワークが されている。グループワークの については

によって いがあり、 び もグループ 、 、 、

* 

** ホテル

*** 
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など である。 でも、 (ピア ラーニング)1)は

の な として されているが、この

も や によって が 々である。 も の

で を したグループワークを ってきたが、グ

ループワークは という の に べ、 の

づけやクラスの りという で な を できる

な であった2)。

しかし、 における のグループワークに する を  

てみると、 だけでなく、 の の や に

する の の 3)や の の いから じる 4)

など、 な も べられていた。 に、 は の

や が なり、 いが であるため、グループワークの

が に べ な が いと えられる。

は のような の で、 の の に  

ったグループワークの り を る みである。その として、

では のグループワークに する に を て、 は

でグループワークをどの っているのか、 やグ

ループワークをどのように えているのか、なぜグループワークを

しないのか、 に する をアンケート を して した

い。

1) (2007)では、 の で われる について、ピア(peer: 

)と して ぶ(learn) と し、 ピア ラーニング という を い

た。 、 では ピア ラーニング が しつつある。

2) (2009) における の    26 

, , pp.69-84.

(2011)  の に する - の を に-  

, pp.234-235. 

3) (2010) における の - における な 

   36 , アジア , pp.135-155.

4) (2011) における の - の と

を に-    32 , , pp.33-50.
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2. 

の の で を える の とグルー  

プワークに する を らかにするという の に って

を する。まず、 に する で、 で を

える の を り げた は (2006)に ら

れる。 (2008)は ( 、 、 )と

を する の を した。 (2008)は で

を える と のビリーフを じ、 (2014)は

の における のビリ-フを じた。 では

に する に えグループワークに する も

ったが、 に する はなされていなかった。

(2006)は、1) でティー ティーチング 、 の

を するために が いの を する が

ある2) は のため らの を する がある、

という2つの の 、ビリーフ の ツールである

Horwitz(1987)のBALLI(Beliefs About Language Inventory)を し

て を った5)。 の 、 が の を た

ないよう に えた がいい の は である

の が されれば で に すことが しくなる に

ったところは して するべき や の がいい

の では が より の が かった。 っ

て、 は より の さを し、 に

おける への を める が いことがわかった。

(2008)は が く が ての にとって に

け られているだろうかという の 、 の

と の を を して した6)。

5) (2006) における のビリーフ- と のビ 

リーフを を して-  ことばの  19、 、pp.5-22.

6) (2008) 한국인 일본어 학습자  사  일본어학습 및 법에 한 신 

  일본학연구 24집, 단국 학 일본연구소, pp.411-426.
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は のビリーフ に いられるリチャーズ ロックハートの

38の で された。 の 、 は での の

を すると で に すことが しい を むパターン

を することで をすくなくできる の において

より の が く、 は で も なのは

の の において より が かった。 って、

が の をより していることと、 は から

さを し を に することをより していることがわ

かった。

(2008)は が の を することによって にふ  

さわしい を い すことができるだろうという えの 、

の における と の に する

の いを を して した7)。 は (2002)に って、

BALLIを し した。 の 、 の や

については より の が が きいと

え、 ロールプレイ については の がその を めているこ

とがわかった。だが (2008)では、 や が なからず

なる と の の を したためか、

(2008)とは なる が れていた。

(2014)は の における のビリーフを す  

る で を い( :2013 )、 の である (2002)

の ( :2001 )と らし わせて した8)。 はBALLIを

し した。 の 、 が を する の で2013

に の がより くなり、 の が まったことが

わかった。しかし、 は が し に える の

でも の が いという した も られた。また、2013

に で りを しなければ で するのは しい つ つ

7) (2008)   에 한 에 한 

   Vol.37, 한국일본어 학회, pp.257-270.

8) (2014) の つビリーフの と に する -

に る における シラバス と のビ

リーフ-   28、 、pp.33-50. 
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の を に するべき の で の が したことか

ら、 さを しない に したことがわかった。

のように、 における の に する はまだ  

わずかで、 の や も ではない。そのため じ

に しても なる が じている もあり、 なる が め

られる。

3. 

3.1 

の の 9)を する を に、

を した。

は、2015 4 20 から7 13 までである。

は、ソウル の4 で において で の

を えている 55 51 である。 は 28

、 ネイティブの 1 を む 27 である。

は 15 、 40 である。 は、 を し を

メールで い、 にインターネット の Survey 

Monkey10) に してもらい、 を した。

3.2 と

の では、 それぞれのグループワークの や

え を することは と え、グループワークを 3 のグ

ループでの と した。また、 、 、グループワーク

はGW、 はJLと する。

は、Horwitz(1987)が した34 のBALLI(Beliefs Abouto  

9) では、 における レベルを とした を す。

10) https://ko.surveymonkey.com/( : 2015 7 15 ).
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Language Inventory)と、 (1997)を に した (2006)の

の のためのBALLI を にした。また、

(2011)では、 の がGWについて に えている と

してGWの の を げていたので、 にGWの に

する を えてプレインタビューを った。その を 3 で

し、 GWの の JLに するビリーフに する16

の に する11 GWの に する11 GWの

に する11 GWをしない に する10 の 60

の を した。

4. と

4.1 におけるGWの の

まず、 で、GWの があるかどうかについて  

ていく。 に する を< 1>のように した。

< 1> におけるGWの の

GWの 14(58.3 ) 12(44.4 ) 25(49.0 )

GWの 10(41.7 ) 15(55.6 ) 26(51.0 )

11) 24 27 51 (100 )

クラス 12) 19 20 30 31 40 41

51 (100 )13) 14(27.5 ) 13(25.5%) 9(17.7%) 11(21.6 )

< 1>を ると、GWの がある は51 、25 の49.0  

で、 がない は51 、26 の51.0%であった。 に た

11) GWの の の に して は した。

12) した クラスの を わす。

13) 4 を む。



 / の に する     

ところ、 は の44.4%、 は の58.3%の

がGWの があるという であった。また、 した

クラスの を ると、19 の は 28 14)、20 から30

は 26 、31 から40 が 18 、41 の クラスは

22 である。このことから、 の の は、 か

ら の 々なクラスで の をしていたことがわか

る。

、 の を るために と

、 GWの がある と GWの がない に け、

び を う。

4.2 JLに するビリーフ

に、 JLに するビリーフ16 において、 はどのような

を っているのかを ていく。 と に して

いる ( よりと より)と いが られる 、 びGWの

あり となし に している ( よりと より)と いが

られる に し、 の を ることにする。

4.2.1 における JLに するビリーフ

< 1>は JLに するビリーフ16 に する を と

に したものである。 の は 6 が とてもそうだ 、 5 が ある

そうだ 、 4 が どちらとも えない 、 3 が あまりそうでない 、 2

が くそうでない 、 1 が わからない を し、 は 15)ごとの

を した である。 、 の を るために、 におい

て、 6と5 を より、 3と2 を よりと する。この で、 に

よりの を したものと よりの を したもの、 び

と に いが られるものを、< 2>のように した。

14) で を る。

15) は を されたし。
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< 1> における JLに するビリーフ

< 2>を ると、 は に に した がいい( 15)

が を っている を して を えるのは が

ある( 4) を するのは の である( 8) に して

して よりの を っていた。 に なしに を

するのは である( 6)に しては、 して よりの

を っていた。

、 と に いが られた は、 16

、2 られた。それらは で の が されれ

ば、 に に すことが しくなる( 2) と に は

を わず を った が する( 14) であり、これ

らに して は よりの を ち、 は よ

りの を っていた16)。

16) 2)の の の は のようである。( は、とてもそうだ 2(8.3%)、 

ある そうだ 12(50.0 )、どちらとも えない 7(29.2%)、あまりそうでない

3(12.5 )、 は、ある そうだ 10(37.0 )、どちらとも えない

3(11.1 )、あまりそうでない 12(44.4%)、わからない 2(7.4 ))。14)の の

の は のようである。( は、とてもそうだ 3(12.5%)、ある

そうだ 11(45.8 )、どちらとも えない 8(33.3%)、あまりそうでない 2 

(8.3 )、 は、とてもそうだ 2(7.4 )、ある そうだ 6(22.2 )、ど

ちらとも えない 8(29.6 )、あまりそうでない 9(33.3%)、 くそうでない 2 

(7.4 )).
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< 2> における JLに するビリーフ

17) と の

は に に した

がいい。( 15)

が を っている を

して を えるのは が

ある。( 4)

を するのは の で

ある。( 8)

なしに を するのは

である。( 6)

で の が され

れば、 に に すことが し

くなる。( 2)( で

あり)

 < (49) 2.856 p< .05>

に は を わず

を った が する。

 ( 14) (t で あり)

 < (49) 2.700 p< .05>

4.2.2 GWの あり となし における JLに するビリーフ

< 2>は JLに するビリーフ16 に する のうち、 に

よりの を したものと よりの を したもの、 びGWの

あり となし に いが られるものを した。 、< 2>は

の を し、< 3>は の を したものである。

< 2> GWの あり となし における JLに するビリーフ

< 3>を ると、 は に に した がいい( 15)

が を っている を して を えるのは が

ある( 4) を するのは の である( 8) の3

に して、 して よりの を っていた。 に なし

17) ( )は、 の における の である。
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に を するのは である( 6) に して、 して

よりの を っていた。

          

< 3> GWの あり となし における JLに するビリーフ

GWの あり となし の

は に に した

がいい。( 15)

が を っている を

して を えるのは が

ある。( 4)

を するのは の で

ある。( 8)

なしに を するのは

である。( 6)

JLの な は であ 

る。( 1)( で あり) 

 < (49) 2.402 p< .05>

GW(3 )で う が

の に である。( 13)

 (t で あり)

 < (49) 2.272 p< .05>

の がいい。( 11)

 (t で あり)

 < (49) 2.855 p< .05>

、GWの あり となし に いが られた は、 16

、3 であった。まず JLの な は である( 1

に してGWの なし は よりの を っていたが、GWの

あり は が していた18)。また GW(3 )で う が

の に である( 13) に して、GWの あり は

よりの を っていたが、GWの なし は が よりではある

が、どちらとも えないという も 30%であった19)。さらに、

の がいい( 11) に して、GWの あり は よりの

を っていたが、GWの なし は、 が していた20)。

18) の は のようである。(GWの あり は、とてもそうだ 2(8.0%)、 

ある そうだ 9(36.0 )、どちらとも えない 6(24.0%)、あまりそうでない

6(24.0 )、わからない 2(8.0 )、GWの なし は、とてもそうだ 3(11.5 

)、ある そうだ 17(65.4 )、どちらとも えない 3(11.5 )、あまりそう

でない 3(11.5%)).

19) の は のようである。(GWの あり は、とてもそうだ 7(28.0%)、 

ある そうだ 12(48.0 )、どちらとも えない 3(12.0%)、あまりそうでない

3(12.0 )、GWの なし は、ある そうだ 14(53.8 )、どちらとも え

ない 8(30.8 )、あまりそうでない 3(11.5 )、わからない 1(3.8%)).

20) の は のようである。(GWの あり は、ある そうだ 3(12.0 )、 

どちらとも えない 9(36.0 )、あまりそうでない 6(24.0 )、 くそうでない
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4.3 の に する

の に する 11 において、 はどのような

を っているのかを ていく。 と の して

いる ( よりと より)と いが られる 、 びGWの

あり となし に している ( よりと より)と いが

られる に し、 の を ることにする。

4.3.1 における の に する

< 3>は の に する 11 に する のうち、 

に よりの を したものと よりの を したもの、

び と に いが られるものを した。 、<

3>は の を し、< 4>は の を したも

のである。

< 3> における の に する

        

< 4>を ると、 に である( 18) の を って 

から する( 21) に して がない( 22) のた

めに している( 20) の4 に して、 して よりの

を っていた。また、 GWは だと っている( 25) に

7(28.0%)、GWの なし は、ある そうだ 5(19.2 )、どちらとも え

ない 16(61.5 )、あまりそうでない 5(19.2 )).
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して してどちらとも えないが 30 で、それ の も ら

れ、 が していた21)。

< 4> における の に する

と の

に である。( 18)

の を ってから する。

( 21)

に して がない。( 22)

のために している。

 ( 20)

GWは だと っている。

 ( 25)

に がある。( 19)

( で あり)

 < (49) 4.809, p< .05>

、 と に いが られた は

に がある( 19) であり、これに して は より

の を っていたが、 は が していた22)。

4.3.2 GWの あり となし と の に する

< 4>は の に する 11 に する のうち、 

に よりの を したものと よりの を したもの、

びGWの あり となし に いが られるものを した。 、

< 4>は の を し、< 5>は の を し

たものである。

21) の は のようである。 は、(ある そうだ 6(25.0 )、ど 

ちらとも えない 9(37.5 )、あまりそうでない 5(20.8 )、 くそうでない 1 

(4.2 )、わからない 3(12.5 ))、 は、(とてもそうだ 1(3.7 )、ある

そうだ 5(18.5 )、どちらとも えない 9(33.3%)、あまりそうでない 8 

(29.6 )、 くそうでない 2(7.4 )).

22) の は のようである。 は、(とてもそうだ 1(4.2%)、ある

そうだ 11(45.8 )、どちらとも えない 7(29.2%)、あまりそうでない 5(20.8 

))、 は、(とてもそうだ 6(22.2%)、ある そうだ 20(74.1%)).
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< 5>を ると、 に である( 18) の を って 

から する( 21) に がある( 19) のため

に、 している( 20) きな とだけ き う( 26) の5

に して して よりの を っていた。

、GWの あり となし に いが られた は に

して がない( 22) で、これに してGWの なし は

よりの を っていたが、GWの あり は よりの

に、どちらとも えないという も36 られた23)。

< 4> GWの あり となし における の に する

< 5> GWの あり となし における の に する

GWの あり となし の

に である。( 18)

の を ってから する。

 ( 21)

に がある。( 19)

のために している。( 20)

きな とだけ き う。( 26)

に して がない。(

22)

 (t で あり)

 < (49) 2.384, p< .05>

23) の は のようである。(GWの あり は、とてもそうだ 3(12.0 )、 

ある そうだ 10(40.0 )、どちらとも えない 9(36.0 )、あまりそうでない

3(12.0%)、GWの なし は、とてもそうだ 5(19.2 )、ある そうだ 16 

(61.5 )、どちらとも えない 3(11.5 )、あまりそうでない 1(3.8 ).
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4.4 GWの に する

GWの に する 11 において、 はどのような

を っているのかを ていく。 と の してい

る ( よりと より)と いが られる 、 びGWの

あり となし に している ( よりと より)と いが

られる に し、 の を ることにする。

4.4.1 における GWの に する

< 5>は GWの に する 11 に する のうち、

に よりの を したものと よりの を したもの、 び

と に いが られるものを した。 、< 5>

は の を し、< 6>は の を したもの

である。

< 5> における GWの に する

< 6> における GWの に する

と の

が しくなる。(

31)

GWを して、 の に す

る を ることができる。( 37)

 (t で あり)

 <(t(49) 2.448, p< .05>
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< 6>を ると、 が しくなる( 31) に して、

して よりの を っていた。

、 と に いが られた は GWを

して、 の に する を ることができる( 37)

で、これに して、 は よりの を っていたが、

は よりではあるが、どちらとも えないという も

33%であった24)。

4.4.2 GWの あり となし における GWの に する

< 6>は GWの に する 11 に する のうち、

に よりの を したものと よりの を したもの、 び

GWの あり となし に いが られるものを した。 、<

6>は の を し、< 7>は を したものであ

る。

< 6> GWの あり となし における GWの に する

24) の は のようである。 は、とてもそうだ 2(8.3 )、ある

そうだ 14(58.3 )、どちらとも えない 8(33.3%)、 は、とてもそ

うだ 8(29.6 )、ある そうだ 14(51.9 )、どちらとも えない 4(14.8 ).
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< 7> GWの あり となし における GWの に する

  GWの あり となし

が しくなる。(

31)

クラスの が くなる。(

30)

シナジー によって、 で ら

れる の が られる。(

36)(t で あり) 

 < (49) 3.116, p< .05>

< 7>を ると、 が しくなる( 31) と クラスの

が くなる( 30) の2 に して、 して よりの を

っていた。 、GWの あり となし に いが られた

は シナジー によって、 で られる の が られる(

36) で、これに して、GWの あり は よりの を っ

ていたが、GWの なし は よりではあるが、どちらとも え

ないという も 42% られた25)。

4.5 GWの に する

GWの に する 11 において、 はどのような

を っているのかを ていく。 と の してい

る ( よりと より)と いが られる 、 びGWの

あり となし に している ( よりと より)と いが

られる に し、 の を ることにする。

4.5.1 における GWの に する

< 7>は GWの に する 11 に する のうち、

に よりの を したものと よりの を したもの、 び

25) の は のようである。GWの あり は、とてもそうだ 7(28.0 )、 

ある そうだ 14(56.0 )、どちらとも えない 4(16.0 )、GWの なし

は、ある そうだ 11(42.3 )、どちらとも えない 11(42.3%)、あまりそう

でない 2(7.7 )、わからない 1(3.8 ).
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と に いが られるものを した。 、< 7>

は の を し、< 8>は の を したもの

である。

< 7> における GWの に する

< 8>を ると、 GWを する を ることが しい( 46)

GWを に すると が に する( 40) GWを

に すると、 は ( 、 、 )を して

もらえる( 43) GWをどのように に させたらよいのかわ

からない( 48) の4 に して、 して よりの を っ

ていた。

、 と に いが られる は GWを

に させないと、GWが びになる( 44) で、これに して

は よりの を っていたが、 は よりの

が 38 で、どちらとも えないという も 38 られ

た26)。

26) の は のようである。( は、とてもそうだ 1(4.2 )、ある

そうだ 4(16.7 )、どちらとも えない 9(37.5 )、あまりそうでない 9(37.5 

)、わからない 1(4.2%)、 は、とてもそうだ 6(22.2 )、ある

そうだ 10(37.0 )、どちらとも えない 1(3.7 )、あまりそうでない 7(25.9 

)、 くそうでない 2(7.4 ).
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< 8> における GWの に する

と の

GWを する を ることが し

い。( 46)

GWを に すると が

に する。( 40)

GWを に すると、 は

( 、 、 )を してもら

える。( 43)

GWをどのように に させたらよ

いのかわからない。( 48)

GWを に させないと、

GWが びになる。( 44)

 (t で あり) 

 < (49) 2.211, p< .05>

  

4.5.2 GWの あり となし における GWの に する

< 8>は GWの に する 11 に する を GWの

あり となし に したものである。この で、 に よ

りの を したものと よりの を したもの、 びGWの

あり となし に いが られるものを した。 、< 8>は

の を し、< 9>は の を したもの

である。

< 8> GWの あり となし における GWの に する
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< 9>を ると、 GWを する を ることが しい( 46)

GWを に すると が に する( 40) GWを

に すると、 は ( 、 、 )を して

もらえる( 43) GWを に すると、 は の

も してもらえる( 42) の4 において、 して よ

りの を っていた。

< 9> GWの あり となし における GWの に する

GWの あり となし

GWを する を ることが

しい。( 46)

GWを に すると が

に する。( 40)

GWを に すると、 は

( 、 、 )を

してもらえる。( 43)

GWを に すると、 は

の も してもらえ

る。( 42)

GWを に させる はそ

の を くすべきである。(

47)(t で あり)

 < (49) 2.228, p< .05>

GWをどのように に させ

たらよいのかわからない。(

48)(t で あり)

 < (49) 2.238, p< .05>  

、GWの あり となし に いが られた は2

あった。まず GWを に させる はその を くすべき

である( 47) に して、GWの なし は よりの を し

たが、GWの あり は、どちらとも えないが44 で、それ

の もあり が していた27)。さらに GWをどのように

に させたらよいのかわからない( 48) に して、GWの な

し は よりの を したが、GWの あり は が し

ていた28)。

27) の は のようである。(GWの あり は、とてもそうだ 2(8.0 )、

ある そうだ 8(32.0 )、どちらとも えない 11(44.0 )、あまりそうでない

4(16.0 )、GWの なし は、とてもそうだ 4(15.4 )、ある そうだ

11(42.3 )、どちらとも えない 10(38.5 ).

28) の は のようである。(GWの あり は、とてもそうだ 2(8.0 )、

ある そうだ 10(40.0 )、どちらとも えない 4(16.0 )、あまりそうでない
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4.6 GWの なし における GWをしない

GWをしない 10 において、GWの なし はどのよう

な を っているのかを ていく。< 10>はGWをしない 10

、 よりの を した4 における6 ごとの を

したものである。

< 10> GWの なし における GWをしない 29)

1 2 3 4 5 6

54
1

(3.8 ) 

0

(0 )

5

(19.2 )

3

(11.5 )

15

(57.7 )

1

(3.8 )

26

(100 )

56
0

(0 )

0

(0 )

8

(30.8%)

2

(7.7 )

13

(50.0 )

3

(11.5 )

26

(100 )

58
0

(0 )

0

(0 )

7

(26.9 )

7

(26.9 )

9

(34.6 )

3

(11.5 )

26

(100 )

59
0

(0 )

1

(3.8 )

5

(19.2 )

2

(7.7 )

11

(42.3 )

5

(19.2%)

26

(100 )

< 10>を ると、GWをしない 10 、 GWの が し 

い( 54) の が しい( 56) GWに かない がい

る( 59) メンバーの み わせが しい( 58) の4 に し

て、 して よりの を っていた。

4.7 GWの あり となし における の

に、 JLに するビリーフ の に する GWに

する GWの に する GWをしない に して

GWの あり となし に いが られた を< 11>のよう

に し、これらの を べた。

9(36.0 )、GWの なし は、とてもそうだ 3(11.5 )、ある そうだ

14(53.8 )、どちらとも えない 6(23.1 )、あまりそうでない 2(7.7 )).

29) 54は 1 (3.8 )、 59は 2 (7.7 )あり。
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< 11>にあげられた ごとの を べるために、

SPSS for windows22で、ピアソンの を した。この 、

いくつかの に な が られ、GWの あり と

なし におけるJLに する とGWに する の を のよ

うに した。

GWの あり の は のようである。

JLにおいてGWで う が の に である

と、ある していると に、 の に して

が している30)。

< 11> GWの なし とあり のJLとGWに する

GW あり GW なし

JLに

する

ビリーフ

JLの な は で

ある。( 1)
が

GWで う が の

に である。( 13)

より

どちらとも

えない 30

の がいい。( 11) が

の に して がない。(

22)

より

どちらとも

えない36

GWの
シナジー によって、 で

られる の が られる。(

36)

より

どちらとも

えない 42

GWの

GWを に させる はその

を くすべきである。( 47)
が

GWをどのように に させた

らよいのかわからない。( 48)
が

GWを

しない

GWの が しい( 54)  の が しい( 56)

GWに かない がいる( 59) メンバーの み わせが し

い( 58) 

30) は の りである。 が の に である と

の がいい (r=.468, p<..05).
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GWの なし の は のようである。

JLにおいて が だと、ある していると

に、GWを に させることに しては である31)。

GWで う が の に であると、ある

している で、GWの が しいと えている32)。

GWの がわからないと していると に、GWにおけ

る の ( や さ、 など)が しいと えて

いる33)。

GWの がわからないと していると に、GWに か

ない がいるという をもっている34)。

これらを に ると、GWの がない は、GWは の 

に なことをある めていながらも、GWの に

して しさを じ、 の がわからず、 に、 の

を しいと えている が いことがわかる。そして、 の

が しいとする に、GWに かない がいる、GWのメン

バーの み わせが しいと えていることがあげられ、それ に

も 、 さ、 なども えた に して、

に しいという に っていることが される35)。

31) は の りである。 JLの な は である と GWを

に させる は を くすべきである (r=.416, p<..05).

32) は の りである。 が の に である と GW

をどのように に させるかわからない (r=.508, p<..001).

33) は の りである。 GWをどのように に させるかわからない

と の が しい (r=.589, p<..001).

34) は の りである。 GWをどのように に させるかわからない

と GWに かない がいる (r=.552, p<..001).

35) は の りである。 の が しい と メンバーの み わせが

しい (r=.543, p<..001)、 の が しい と GWに かない がいる

(r=.706, p<..001).
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5. 

では の の を に やグループ

ワークに する を い、 の を た。

1 、 、GWの がある 、GWの がな

い のいずれにも した は12 に び、それらを のよ

うに できる。

1) の について にとって い を

ぶ を め、 が に に することを ん

でいる。

2) の について に を する があると え

ながらも、 がいない の も めている。

3) GWの と について GWによって は しくな

れると えるが、 に は に であり のため

に していると しており、GWを に させると

が に に すると えている。そして、GWは

にとって の や を してもらえる

でもあるが、 にとっては の を ることが しいと

えている。

2GWの がある とGWの がない において なる

は7 に び、それらを のように できる。

1) GWの がある の に で、

の における の を め、GWを して を

するシナジー が られると えている。

2) GWの がない を している。そして

は して に が く、GWに かいない もあり、

メンバーの み わせが しいと えている。さらにGWは

や も しく、 に する はできるだけその
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を くすべきだと えている。

の ではとりわけ、 の く が のあり に

していることに できる。 では が や に

であるという の にGWと の を える があり、

GWの がない は が に が く する に

かないという を く が られた。だが、 の では

の が に できたとは えない。 えば、 ではGWの

なし における GWをしない について したが、グループ

ワーク を にする についてより に するためには

GWの あり に しても の が である。また、 の

より な と との を めるためには 、 を

やした とともに、 の も り れた が

だと われる。

の に する の は のようである。

< 1から 16はJLに するビリーフ >

1: JLの な は である。

2: で の が されれば、 に に すことが しくなる。

3: がかかっても しい から しい へと 々に み げて してい

く が、 には がつく。

4: が を っている を して を えるのは がある。

5: は で を つべきである。

6: なしに を するのは である。

7: は な を に っているべきである。

8: を するのは の である。

9: に ったところを するのは が ずかしがる。

10: に ったところは して するべきである。

11: の がいい。

12: ペアで う は の に である。

13: GW(3 )で う は の に である。

14: に は を わず を ったほうが する。

15: は に に したほうがいい。

16: その ( のお えがありましたらご ください) 
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17: の にGW(3 )をよく り れていますか。< >

< 18から 28は の に する >

18: に である。

19: に がある。

20: のために している。

21: の を ってから する。

22: に して がない。

23: や を べることを がる。

24: はいい が りやすいと っている。

25: GWは だと っている。

26: きな とだけ き う。

27: で することを む。

28: その ( のお えがありましたらご ください) 

< 29から 39はGWの に する >

29: な を る が つ。

30: クラスの がよくなる。   

31: が しくなる。

32: な ではなく、 し う になる。

33: を うことで が じる。

34: グループの や が まれる。

35: な になる。

36: シナジー によって で られる の が られる。

37: GWを して、 の に する を ることができる。

38: クラスの が い でも や の を くもてる。

39: その ( のお えがありましたらご ください) 

< 40から 50はGWの に する >

40: GWを に すると が に する。

41: GWを に すると はGWの が られる。

42: GWを に すると は の も してもらえる。

43: GWを に すると は ( , , )を してもらえる。

44: GWを に させないとGWが びになる。

45: GWを に させることを が がる。

46: GWを する を ることが しい。

47: GWを に させる はその を くすべきである。

48: GWをどのように に させたらよいのかわからない。

49: GWの をどのように してよいのわからない。

50: その ( のお えがありましたらご ください) 

< 51から 60はGWをしない に する >

51: GWのやり がわからない。

52: GWは がかかる。

53: クラスの が いので しい。

54: GWの が しい。

55: GWの が である。

56: の が しい( , の さ, など)

57: GWの や に するフィードバックが しい。
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58: メンバーの み わせが しい。

59: GWに かない がいる。

60: その ( のお えがありましたらご ください) 
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<Abstract>

Attitudes toward JL among the Lecturers who 

Teach the Japanese Language in Korea 

- Focusing on Group Work -

Kuramoci, Kaoru Nago, Mari Seki, Yoko

In this article, I focused on Japanese language classes in general education 

of Korean universities and conducted an attitude survey of the four groups 

of lecturers, i.e., 1) Korean lecturers; 2) Japanese lecturers; 3) lecturers who 

have experiences of group work; and 4) lecturers who have no experience 

of group work.

Results of the survey revealed that both of the Korean and Japanese 

lecturers hope that the learners will attend the class on their own initiative 

and the lecturers have positive attitudes toward group work. However, at 

the same time, they also feel the difficulties about how they should lead 

the performance of the group work to results. Meanwhile, I could observe 

a clear difference in attitudes between lecturers who have experiences of 

group work and those who have no experience of group work. 

The lecturers who have experiences of group work do not regard the 

lessons based mainly on text books as favorable, but rather recognize the 

value of a synergy effect of group work.  

However, the lecturers who have no experience of group work not only 

have a tendencies to set a high value on grammar learning but also recognize 

the existence of learners who are not suited for group work, and are 

negative to lead the performance of the group work to the results.  

As a result, I could confirm considerable correlations between the views 

of lecturers on learning or learners and implementation of group work.

Key Words : Group work, attitude of lecturer, view on learner, evaluation 

of group work
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